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力して、平成 年 月 日（土曜日） ： ～第一部「ずっといっしょ」という映画を 教室、 教
室で同時上映し、その後、第二部 教室でよしゆうこ先生の「生命とライフデザイン」と題した講演を




回目、平成 年 月 日（土曜日）の参加者は大学生 人（看護学科 年生 人、社会福祉学科
人、看護学科 年生 人、社会保育学科 年生 人）、一般参加者 人、教職員 人の計 人であった。ア
ンケート回収率は ％（ ）であった。 
2 回目、平成 年 月 日（月曜日）の参加者は、看護学科 1 年生 49 人（52 人中）であった。アンケ
ート回収率は 100.0％（49/49）であった。 
１）参加者の背景
回目、第一部のみ参加した者 ％（ ）、第二部のみ参加した者 ％（ ）、両方を受講した者
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回目の参加者の年代は、 代 ％（ ）、 代 ％（ ）、 代 ％（ ）、 代 ％
（ ）、 代 ％（ ）、 代 ％（ ）であった。 回目の参加者は、 代 ％（ ）、
代 ％（ ）（ 人欠損値あり）であった（図 ）。
回目の参加者の所属は、大学生 ％（ ）、保育医療福祉関係 ％（ ）、主婦 ％（ ）、
自営業 ％（ ）、会社員 ％（ ）、高校生 ％（ ）、その他 ％（ ）であった。 回目




施設にチラシなどを配布し周知した。今回の 1 回目公開フォーラムを知った広報媒体は、口コミ ％
（ ）、チラシ・ポスター ％（ ）、その他 ％（ ）、 ％（ ）の順で知ったとして





















































（ ）、映画に興味があった ％（ ）、









適切でない」 ％（ ）、「適切でない」 ％
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表 映画「ずっといっしょ」の評価別記述 良かった点 回目










































































った ％（ ）、良かった ％（ ）、普通
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（３）今回の企画内容の活用度
図 9 は、1 回目の参加状況と今後の活用について示した。とても活用できる 59.6％（34/57）、少し活用で
























































図 は、親になることと参加状況を示した。親になりたいと「とてもそう思う」 ％（ ）、「思う」
％（ ）、「どちらでもない・わからない」 ％（ ）、「全く思わない」 ％（ ）であった。
（２）「将来、親になりたい」の肯定的理由・否定的理由（複数回答）
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％（ ）、「家庭を持つ」 ％（ ）で、 回目「挙児希望」 ％（ ）、「家庭を持つ」 ％
（ ）、「好きな人と暮らす」・「親のように生きる」各 ％（ ）あった。








図 に参加状況と子育てのイメージを示した。 回目、「暖かい」 ％（ ）「喜び」 ％（ ）、































































































図 は子どもが育つ時に大切なものを示した。 回目、「親子のへの愛情」 ％（ ）、「夫婦の協
力」 ％（ ）、「安定収入」 ％（ ）で、 回目も上位は同様の順序で、「親子のへの愛情」 ％





図 は、参加状況とライフデザイン（イメージ）が描けたかを示した。イメージできた ％（ ）、
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回目、イメージできた ％（ ）、少しイメージできた ％（ ）、あまりイメージできない
％（ ）、全くイメージできない ％（ ）で、 回目、イメージできた ％（ ）、少しイ
メージできた ％（ ）、あまりイメージできない ％（ ）であった。
）今後の取り組み
図 は、今後の取り組みとして、この企画の継続に関して示した。 回目、このまま継続してほしい ％
（ ）、内容を変更し継続してほしい ％（ ）、継続しなくてよい ％（ ）で、 回目、この



































































１）この講座で、ライフデザインのイメージづくりができた者は 回目、イメージできた ％（ ）、
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